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(平成14年度将来推計人口　人口問題研究所より)


１.土浦の概要

土浦市は県南部の中心的機能を担うまちである。江戸時代から商都として発展し、現在でもまちかど蔵や、土浦城址などの歴史的な町並みが残っている。だが、中心市街地ではかろうじて人の流れはあるものの、商業施設の撤退が続く等衰退傾向にある。
　また、霞ヶ浦や筑波山、宍塚大池など自然環境が豊かで、れんこんなどが特産物として挙げられる。桜や花火大会など観光資源も数多くある。有名高校が集まり、市内外を問わず高校生が集まっている。といった側面も見られる。
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第一回目の中間発表では、このように土浦市には悪い部分ばかりでなく良い部分も多くあるということを述べた。しかし、調査の結果、土浦の持つポテンシャルは十分に活かしきれていないという結論に至った。そこで我々は土浦の持つポテンシャルを活かすまちづくりを積極的に行うため、以下のような基本方針を策定し、「ずっと住み続けたいまち、土浦」へとswitchするために具体的な施策を提案していく。
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土浦市を好きでい続ける街づくりをすすめていくに当たり、図1の基本構想を立てた。ずっとすみ続けたいまちへスイッチするために、交通基盤・霞ヶ浦・シニアの元気なまち・若い力を活かしたまちの４基本方針を設定し、そのうえで地域特性を最大限にいかすことのできるような具体的施策を提案する。
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人口問題研究所発表の将来推計人口によると、平成37年における土浦市の将来人口は143475人で、平成17年度人口の144433人よりも減少の傾向に転じている。また、高齢者層の人口は増加しており、若年層の人口は減少しているので、土浦市でも少子高齢化の影響がみられると考えられる。

[image: image14.jpg]



[image: image15.jpg]¥ :
\\\\\\ RSOV W S«H Y
o ,ﬂ? R W Lomerd Yo cded ™

M AN M .
h% Y M w/n ﬂfef R ol st s
St At »,I N A 1«1&2..&1,

w_.iﬁl %l.-y
, e
RS g
AR e S e s s -~
SRRING e

Wnrfz%sz/r Mt} ?,!n, ml.
%l?llM M~:5}§LQW

M Lr,;,w |

e i
7

e ;’Wmm,ﬂ,ﬁ
/. 7

e T 1




現状
CUETZONEを用いて図3の4地区に分けた。

歴史的背景から、中心市街地の道路は入り組んでいて、自動車社会に対応しづらいまち構造になっている。それにも関わらず、国道6号や123号などの南北を走る道路からの自動車混入が多く、道路混雑の原因となっている。

図を見てみると、荒川沖地区の国道6号沿い、桜・土浦IC付近、中心市街地で混雑している状況が伺える。6号沿いはロードサイドショップ、ICは料金所、中心市街地は長距離トリップの混入が混雑の原因だと思われる。これらの現状を地区ごとに解消していく方向へswitchさせる。
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プロジェクトの概要
1） 中心地区

現存する『りんりんロード』と、整備中の『霞ヶ浦大規模自転車道』の中間にあたる地域なので、両自転車道を生かした広域な自転車ネットワークの実現を目指す。

そのためにITSを活用した通過交通の排除や、歩行者・自転車にやさしい交通基盤へswitchさせる。
中心市街地を歩けるまちにすることで集客力が高まり、にぎわいの創出にも寄与できるものと思われる。

２）　新治地区
現在の老年人口と20年後に老年人口要因である45歳から64歳の地区ごとの割合は図のように5割以上になる。また、１k㎡当たりの人口密度を見てみると、旧土浦市が1650.5なのに対して旧新治村が281.4となっている、このことから、バス停までの移動でさえも困難である高齢者の需要に対応できる交通システムが必要である。

そこで、デマンドタクシーの導入を提案し、高齢者層向けの自由度の高い交通システムへとswitchさせる。
３）　神立地区
神立地区は国道354号のバイパスなどの道路計画があるので、それに合わせてバス路線の充実などを図る。上に記した霞ヶ浦大規模自転車道を生かした親水性の高いプロムナードを形成し、水上からのアクセスの可能性も考える。　



４）　荒川沖地区
荒川沖地区は常磐線や桜・土浦インターチェンジ等
の良好な交通アクセスを生かして、居住区として発展していくものと思われる。ICでの全線スマートインター導入、ロードサイドショップ付近での空き駐車場情報の提供などでスムーズな自動車交通へとswitchさせる
現状

土浦市には、小中高合わせて20566人の学生がおり、これは茨城県の小中高における学生の約6％にあたる。特に、高等学校は私立公立含めて8校あり、高校生の在籍総数は8430人にのぼる。これは茨城県の約10％を占める。また市の総人口に対する学生数の割合は、図のように県内の他の同規模都市に比べ突出して高いことがわかる。
土浦市は県南地域における教育の場として重要な役割を担っているとともに、高校生においてはその割合が多いことから、土浦市を活性化させる重要なエネルギー資源になるのではないかと考えた。さらに、筑波大の学生を呼び込むことができれば、活性化の更なる力となる。
プロジェクトの概要

そこで、我々は土浦を学割のまちへとswitchさせる。
学割のまちとは、学生は小中高大学生を問わずまた市内外を問わず学生は市の中心市街地で学割のサービスが受けられるというものである。これにより、市内外から学生が集まり、モール505を中心とした中心市街地は活気ある市街地へとswitchされる。

　　　　　　　　　　　　




現状

　現在、土浦駅の西口はウララのような大型店舗やマンション計画でにぎわいを見せている。
その一方で、東口には市の顔とも言うべき霞ヶ浦があるにも関らず、それを活かしきれていない。

施設に目を向けてみると、国民宿舎水郷を中心に霞ヶ浦総合公園は設備も整い、グラフのように利用者数も年々増加し、うまく活用されているといえる。しかし、川口運動公園を始めとした土浦港に至っては、整備も行き届かず利用者数も年々減少している。また、土浦駅から霞ヶ浦は近距離ながらも望むことができず、土浦と霞ヶ浦との結びつきを希薄にしてしまっていると考えられる。




プロジェクトの概要

そこで私たちは、駅東口前の半島部分を“みずうみ特区”と名づけ、土浦の顔として再生する。みずうみ特区の柱となるのは『kasumigauroad』と『カスミガウライン』の２つである。


Kasumigauroadとは、駅東口から道路をまは緑を配し、周辺に誘致する霞ヶ浦関連施設やビオパークにアクセスできるようにする。
カスミガウラインとは駅東口から真っ直ぐに霞ヶ浦へと続くラインで、この上ではマンションなどの高層建築を規制する。それによって、駅から東口へ降りる人の眼前に霞ヶ浦を望めるようになり、土浦の顔として霞ヶ浦を印象付けられるようになる。
現状

土浦市の将来推計人口を算出すると、2037年のアクティブシニア層(60歳～84歳に設定)が43,344人で、これは土浦市の総人口の30.2%を占める。高齢者が増える一方、学校の定員数は減少の傾向にある。

プロジェクトの概要

そこで、高校や小中学校の空き教室を利用して、高齢者施設をつくるなど、普段から高齢者と若者が触れる機会をつくり、老若男女が仲良く過ごせるまちへswitchさせる。

また、アクティブシニアを児童福祉に役立てるためのアクティブシニア児童施設を設置し、児童福祉の充実と

アクティブシニアの活躍の場を創出する。

これらにより少子高齢社化社会に対応した人材養成、文化水準の向上を目指す。今後の土浦市の将来を担う若い世代のエネルギーと、これまで社会を引っ張ってきた高齢者の知識とを世代間交流により結合させる。
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現状

現在市街地には使われなくなった蔵が点在している。また、土浦市は平成18年に新治村と合併したが新治村はフルーツラインをはじめとした農作物の生産が盛んである。しかし、それが土浦市の資源としては活かされていない。



プロジェクトの概要

そこで、廃蔵を地域の特産物を使ったローカルショップ「クララ」へとswitchさせる。クララでは、新治村でつくられたフルーツを利用したカフェなどを展開する。

[image: image3]
以上のような手法により土浦のまちをよりよい方向へとSwitchさせ、ずっと住み続けたいまち土浦を実現させる。
今後の展望としては、

· 上位計画との関係を充実させる。
· 新交通システムのより具体的な計画を検討する。

· 各重点計画の妥当性を評価する。

· JICA-STRADA,CUETの応用など
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1.前回をふまえて 











図１. 基本方針





川口運動公園











３-４.　　老若男女仲良しプロジェクト














３-５.　　ローカルショップ施設クララの展開
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３-１.　未来を見据えた交通基盤づくり




















３-３．霞ヶ浦イメージアッププロジェクト
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３-２．学割のまちプロジェクト














３．重点整備計画














２．基本方針
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図2. 推計人口





４．今後の展望














図3. CUETを用いた地区区分





図4. JICAを用いたトリップ長と混雑度





図5. 各地区の年齢別人口割合





図6.神立地区の交通システムに対する満足度





図7.　人口における学生比率





図8.　学割イメージ図





図9.　施設利用者の推移





図10.　みずうみ特区イメージ図





図11.Kasumigauroadのイメージ





図13. Café de Kuraraのイメージ図





図12.　土浦市におけるアクティブシニア推計人口








